町 全体 が 熱気 あふ れる 弥彦 と 日 本 海 を 舞台 に イス 席 で 楽し む 花 火 大 会 


夏 の 大 祭 「 弥 彦 燈籠 まつ り 」 と 


「 ぎ お ん 柏崎 まつ り 海 の 大 花火 大 会 」 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


3 人 1 宇 | 2 人 1 


SE 


136,000 円 142.000 円 148.000 円 172.000 円 
1158.000 円 164.000 円 


| 大 先 
※ 東 京 大阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 員 は 初日 新潟 空港 また は 新潟 駅 か ら 最 終日 新 潟 駅 また は 新 当 
空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 新 潟 交通 また は 昭和 観光 また は 新潟 中 央 観光 バス ※ 部 屋 タイ 
プ : 和室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P59 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 (花火 大 会 に 関 
まし て )》 ※19 時 30 分 開 整 、21 時 10 分 終了 予定 で す 。 ※ 観 覧 褒 は テー ブル 付 ・ イ ス 席 で す 。 ※ 肌 天 
で す (区 報 が 発令 され る よう な 訪 天 の 場合 は 除く )。 観覧 語 で 午 の 使用 は で きま せん 。 ※ バ ス 太 証 場 か ら 
観覧 諾 へ は 徒歩 的 15 分 、700…1.000m ほ どの 距 衣 が ご ざい ます 。 ※1 人 1 室 は キャ ン セ ル 待 ちと な り ま す 。 


行程 ー バ ス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 … 船 せ そ の 他 


つ 新 潟 市 内 (新潟 すし 三昧 「 極 み 」 昼 食 ) つ 銅 彦 神社 (樹齢 400 一 500 年 の 古木 に 
囲ま れ 神 秒 的 な 雰 団 気 の 古 社 参り ) 弥彦 山 ロ ー プ ウェ イ (空中 より 日 本 海 の 大 海 
原 や 新潟 平野 を 一 思 ) + 夕刻: 弥彦 温泉 ・ 四 季 の 宿 み の や 泊 (弥彦 燈籠 まつ り 」 
の 会 場 近く に 位置 する 宿 。 周 辺 で 執り 行わ れる 神楽 や 剣舞 、 御 神 庶 渡御 、 大 
燈籠 巡行 、 奉 納 花火 大 会 な と の 神事 を お 楽し み 下 さい ) 

午前 : 宿 高田 城 芝 公園 (お 堀 を 埋め 尽く す 夢 の 花 ) つ 百年 料亭 宇 喜 世 ( 国 登録 
有形 文化 財 ・ 由 繕 ある 料亭 で い 2 訂 木 通り ( 二 対 
アム 高田 (高田 警 女 の 丈 化 を 
館 つ 柏崎 ・ 人 ね 本 ま つり 少 の 大会 ( 竹 を 舞 

台 に 広がる 大 花火 大 会 を 観覧 席 より 観 覚 ) 一 夜 : 同 ホテ ル 泊 
午前 : 宿 一 共 市 ・ 産 次 郎 オ ー プ ン ファ クト リー (国内 屈指 の 刃物 メー カー 工場 見 
新発田 市 ・ 清 水 園 (風情 ある 国 指定 の 名 勝 園 と 足 畔 長尾) -> 道 の 駅 ・ 同 
賀 の 里 ・ 阿 錦 野 川 ライ ン 舟 下り (日 本 百 景 の ひと つ 、 爽 や か な 水辺 より 緑 深奥 


阿賀 の 渓谷 美 ) 


東京 発 


大 阪 発 
『 最 少 催行 人 貞 : 12 名 


四季 の 宿 み の や 露天 風呂 


ぎおん 柏崎 まつ り 海 の 大 花火 弥彦 燈籠 まつ り 
大 会 


毎年 7 月 25 日 の 夕刻 に 御 神火 を いた だ いて 弥彦 山 か 
ら 下 山 し て くる 松明 大 行進 や 大 燈籠 の 巡行 、 神 油 楽 
な ど 弥 彦 神社 を 中 心 に 町 全体 が 様々 な 催し で 盛り 上 
が る 「 弥 彦 燈籠 まつ り 」。 翌日 は 広い 日 本 海 を 舞台 に 
開催 され る 「 ぎ お ん 柏崎 まつ り 海 の 大 花火 大 会 」 へ 。 
ワイ ド に 広がる 民 玉 100 発 一 斉 打 ち 上 げ な ど 百 花 綿 
乱 に 花火 が 咲き 乱れ る 人 迫力 と 美しき を 体感 し ます 。 


信 渡川 流れ 落ち る 壮大 な ナイ アガ ラ と 音 快 な スタ ー マ イ ン 
川面 に 映る 花火 の 光彩 
夏 の 夜空 を 焦がす 長岡 花火 大 会 


旅行 代 金 (大 人 お ひと り 欄 ] 


PRE 
厩 到 還 133.000 円 135,000 円 155.000 円 
は m』 138,000 円 140.000 円 160.000 円 


出発 日 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 活 集計 は 初日 大 阪 駅 また は 上 越 高 駅 か ら 最多 日 欠 魚 川 駅 また 
は 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 新潟 交 通 また は 昭 笠 光 また は 新潟 中央 観光 パパ ス ま 
芯 城 自動 車 ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和 室 28 洋室 (パス な し 、 ト イレ 付 ) ※ 環 地 合 流 に 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 (《 花 炎 大 会 に 関し まし て 》 ※19 時 20 分 開幕 、21 

天 決行 で す (警報 が 発令 され る よう な 荒天 の 場合 は 除く )。 観覧 席 で 全 の 

ト 予想 され る 場合 は 十 具 (カッ パ ) を ご 用 意 下 さい 。 ※ バ ス 入 車場 か ら 観 

覧 秦 へ の 移動 は 徒歩 30 分 くら いか か る 場合 も ご ざい ます 。 ま た 、 及 証 場 か ら バ ス 退 出 の 際 も お 時 問 が か 

か り ま す の で 、 あ ら か じ め ご 了承 下さ い 。 


行程 ーー バス 当 航 空 機 … 徒歩 


= 列車 一 船 せ そ の 他 


つ 鵜 の 浜 温泉 ・ ロ イヤ ル ホ テル 小森 (荷物 預け ) つ 長 岡 ・ 信 濃 上 観 
覧 席 よ り 「 長 岡 まつ り 大 花火 大 会 」 観 覚 ) つ 夜 : 同 ホテ ル : 

ゆっ くり 出発 午前 : 宿 一 妙高 高原 ・ い も り 池 ( 夏 の 花 喘 く 湖 の 育 景 に nf 
山 の 砂 高 山 が 眺め られ る ビュー スポット ) 一 須坂 ・ 能 登 忠 ( 老 千 六 京 に て 和 昼 食 ) 
豪商 の 館 田中 本 家 博 物 館 な 所 薦 品 の 数 々 と 庭園 に 咲く 夏 の 花 ) つ 夕刻 : 
ゾー ト 炒 高 泊 (日 本 百名 山 ・ 妙 高山 の 六 に 座 す 


砂 高 高原 ・ 池 の 平 温泉 ライ ム 
山岳 リゾ ー ト 、 天 准 温 泉 や 地元 の 食材 を 使い 健康 に 配慮 し た お 食事 を お 楽し み 下さ い ) 


午前 : 宿 つ 白 』 競技 場 (地上 約 140 の スタ ー ト 地点 、 選 手 の 目 課 を 体感) 
つ 覆 池 自 然 園 (ゴン ドラ リフ ト と ロー プ ウ ェ イ で ワタ スゲ や ニッ コウ キス ゲ な ど 


の 高山 植物 が 咲き 誇る 湿原 を 散策 ) 


掲載 No| 


東京 発 | 6AED5C10 | 本 


6CED5C10 


『 最 少 催 行人 員 : 12 名 


ライ ムリ ゾー ト 交 高温 泉 岩 風呂 


長岡 まつ り 大 花火 大 会 


長岡 まつ り 大 花火 大 会 


程 池 自然 団 


長岡 花火 大 会 の 魅力 の ひと つ は 舞台 と な る 会 場 で あ 
る 、 日 本 一 の 大 河 ・ 信 渡川 の 河川 の 周辺 は 、 ま わり 
を 進 る る の が な い 点 。 直 径 650m の 大 輪 の 花 ひ らく 
正三 尺 玉 が 上 が る と 体 に 故 く 振動 と 、 真 下 に 降り 注 
で か の よう な 大 迫力 。 超 ウイ ドス ター マイ ン は 他 に 
類 を 見 な い 圧 倒 的 スケ ー ル に 身 嘆 。 お 泊り の 温泉 ホ 
テル で 覧 ぎ 、 夏 の 風景 や 地元 の 美味 も 楽し むち ょ っ 
と 抱 沢 な 夏 の 思い 出 を 
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牧 剖 つつ ー 


| さ ーY 堂 王 | 


